
ソーシャル・リスクマネジメントの

実務と研究の接点
―日新火災・関西大学社会安全学部・寄付講座の10年―

亀井克之（関西大学 社会安全学部）亀井弘明（日新火災）



1 ソーシャル・リスクマネジメントの定義
再確認

現代社会におけるリスクは巨大化、複雑化して

社会全体に影響を及ぼしており、

個別の経済主体だけでは対応不可能。

ソーシャル・リスクについては、

行政、企業、学校、地域社会、家庭などが

連携して対応する必要がある。
•



2  ソーシャル・リスクマネジメント教育の意義
ソーシャル・リスクマネジメントにおける連携を促進すること

＝社会・実務を知ること

3 ソーシャル・リスクマネジメント教育の形態

学校による企業見学

体験学習

学校における実務家講演

→ 大学における寄附講座



4  事例研究：
関西大学社会安全学部 寄附講座

「安全・安心な社会を支える保険制度」

2014年度プレ開講

2015年度より開講

2025年現在、関西大学全体で最長の寄附講座

日新火災4回 アドバンスクリエイト６回 その他ゲスト5回

教科書 亀井克之『生活リスクマネジメントのデザイン 保険とリスクコントロールの基本』



2018年10月 受講者増加
6月18日の大阪北部地震 言及



2019年
質疑応答



2019年 火災保険 地震保険 マンションドクター



2020年

コロナ



2020年 入念な準備をして講義



2020年 質疑応答



2022年 「保険とは」



2022年 物保険 自動車保険



2022



2023年







2023年
問い
「ガラスの損害は

どの保険で補償？」



2024年 答え
火災保険 ガラス保険 動産総合保険

３つの保険いずれでも補償対象



2024年

• 1



• 効果１ 学生に対する効果

実務の知識獲得 間接的な社会体験 就職活動の一助

• 効果２ 担当企業に対する効果

日新火災では、本講座で講師を務めることが、キャリアアップに

• ５ まとめ 受講者の声から

全体の講義を通して、保険について多くのことをを学んだのに加えて、保険が面白いものだという
印象を持つことができた。

日新火災の方々の講義を聞くまでは保険に関しての知識も少なく、自分にはあまり関係がないと
思っていたが、保険の重要性や身近さに気づくことができた。

たくさんの人に保険に加入してもらうための経営戦略のようなものを聞けたり、保険に加入するこ
とのメリットや具体的な保険金のことなどを聞くことが出来てとても貴重な機会になったと感じた。

今回講義を受けた人は保険について詳しくなれたと思いますが、まだまだ大人でも保険について詳
しく知らない人が多くいると思うので、講義内容をきちんと復習して記憶に定着させ、他の人たち
に保険の大事さを教えてあげられるようになりたいと思った。
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